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異なる溶液中におけるストロンチウムの吸着材に関する吸着特性 

○柴田慶一郎，吉田秀典，松本直通，末永慶寛（香川大学）

1. 研究背景・目的

 およそ 5 年前に発生した東京電力福島第一原子力発電所の事故によ

って，大量の放射性ストロンチウムが放出された．放射性ストロンチウ

ムは陸地や海洋へと拡散し，現在も除染作業は終わっていない．中でも，

食物連鎖による放射性物質の拡散，生物濃縮の可能性から，海洋での除

染は急務である．また，地下水が原発建屋の下を通過することで地下水

が汚染されている．汚染水は回収されているものの依然として増え続け

ていることから，貯蔵場所の確保が課題となっている．このような問題

を踏まえ，汚染水の減容化を目的として，淡水，ならびに，塩水中のストロンチウムをヒドロキシアパタイト

（以下 HAp，写真 1参照）に吸着させる実験を行った．その結果，それぞれの環境下では HApの吸着能に違

いが見られた．そこで，本研究では，様々な異なる溶液下における HApの吸着能を把握することを目的とす

る． 

2. 実験手法

 異なる溶液中においてHApのストロンチウムに対する吸着能の違いの原因を把握するために，過去の実験

で用いた蒸留水，塩化ナトリウム溶液の他に，酢酸ナトリウム溶液，塩化カリウム溶液，塩化マグネシウム溶

液，硝酸ナトリウム溶液を用いて吸着試験を実施した．溶液にこれらの溶液を選択した理由としては，HAp

のストロンチウムに対する吸着を阻害しているのが，イオン化傾向の大きい陽イオンによるものなのか，ある

いは，電気陰性度の大小が影響を与えているのか等を検証するためである．実験には，それぞれの溶液にスト

ロンチウム 5mg を添加し，水切りネットに投入した約 6.5g の HAp を溶液に浸漬させ，24 時間，48 時間，

120 時間，168 時間，浸漬時間を変化させて実験を行う．実験終了後，ICP 発光分析装置にて溶液を分析し，

それぞれの溶液における分析結果を比較した． 

3. 実験結果

 実験後の 6 種類の溶液に残存するストロンチウムの量

の当初添加量に対する率（残存率）を図 1 に示す．全て

の溶液において，時間経過と共にストロンチウムの残存率

が減少しており，HAp に吸着されていることが確認でき

る．3つの溶液にて，168時間後にほぼ 100％の吸着が確

認され，HAp の吸着能力の高さがうかがえる．一方で，

塩化マグネシウム溶液を用いた場合では，吸着率は他の溶

液を用いた場合に比べ明らかに低い．このことから，スト

ロンチウムと同じく 2 価の陽イオンであるマグネシウム

が，阻害原因になっているものと思われる．また，同じ 1価の陽イオンであるカリウムとナトリウムを比較し

た際，ストロンチウムよりもイオン化傾向が小さいナトリウムが阻害要因になりうることが推察される．今後

は，多様な元素で構成される物質中，例えば実際の海水等に含まれるストロンチウムの除去について，今回得

た知見を活用し，効率的なストロンチウムの除去に結び付けたいと考えている． 

参考文献：谷岡隆，今西信之，川井隆夫，液相中におけるヒドロキシアパタイトの吸着特性，資源処理技術，

Vol. 38 (1991)，No. 3，pp.121-127 

写真 1 ヒドロキシアパタイト 

図 1 それぞれの溶液における実験結果 
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